
１ 石巻市コミュニティ・スクール検討推進委員会
石巻市におけるコミュニティ・スクールの推進を図り、学校間、地域間の連携、協働体制

を構築する。
２ 石巻市コミュニティ・スクール検討推進委員会研修視察

委員が福島県大玉村教育委員会を訪問し、コミュニティ・スクールを核とした教育活動の
実践を見聞し、今後のコミュニティ・スクール推進の方向性を見出した。

３ ＣＳ推進フォーラムの開催 ＣＳを周知・理解を図るためフォーラムを開催した。

「コミュニティ・スクール」 （宮城県石巻市）

｢学校・家庭・地域連携協力推進事業｣（学校を核とした地域力強化プラン）

地域と学校の連携・協働体制構築事業の取組事例

学校や子供たちが抱える課題や、家庭・地域社会が抱える課題を地
域ぐるみで解決し、子供たちの健やかな成長と輝く未来に向けて、ま
た、質の高い学校教育の実現を図り、「社会に開かれた教育課程」の
実現のため、コミュニティ・スクールを推進している。

取組の概要や経緯

・今年度８校がコミュニティ・
スクールを導入し、合計１９校
に導入することができた。

・地域住民の理解が進み、当事者
意識を意識する発言が増えた。

成果

・令和６年度には、石巻市内の全小・
中学校及び市立高等学校にコミュニ
ティ・スクールを導入する。

・各学校運営協議会の会議・活動内容
等を保護者、地域住民等に広報する
ことにより、コミュニティ・スクー
ルの周知を図る。

・学校運営協議会の役割の理解を図る
とともに、熟議を取り入れた会議を
行い、地域住民等の意見も取り入れ
た、地域とともにある学校づくりを
推進していく。

今後の方向性

内容

① 石巻市全体のコミュニティ・スクールを推進するため、年４回石巻市コミュ
ニティ・スクール検討推進委員会を実施する。内１回は研修視察を行う。

② 石巻市独自でのコミュニティ・スクール推進フォーラムを実施し、教職員や
地域住民へのコミュニティ・スクールに対する理解を促進する。

③ コミュニティ・スクール導入予定校においては、教職員、保護者、地域住民
それぞれを対象とした研修会を実施し、理解を図る。

ポイント

コミュニティ・スクール導入校推移

小学校 中学校 合 計 累 計
導入率

(%)

令和２年 1 1 2 2 3.8 

令和３年 5 4 9 11 21.6 

令和４年 5 3 8 19 37.3 



【学校運営協議会準備会】
・設置校 多賀城八幡小学校・多賀城中学校
・委員 地域の代表、児童生徒の保護者大乗、教職員の代表者等 10名以内
・活動内容 学校運営協議会の設立及び運営の検討を行う

各校とも４回程度実施
【合同研修】
・先進校２校において合同研修会を実施。
・市主催のコミュニティ・スクール研修を実施し、先進校以外の学校にも普及啓発を行った。

「コミュニティ・スクール」 （宮城県多賀城市）

｢学校・家庭・地域連携協力推進事業｣（学校を核とした地域力強化プラン）

地域と学校の連携・協働体制構築事業の取組事例

令和３年度から学校運営協議会の設置に向けて準備を重ねており、令和４年度から本市の先進校２校に学校運営協議会
準備会を設置し、令和５年度からの学校運営協議会設置に向けて準備を進めている。学校・家庭・地域の連携による開か
れた学校運営を目指す。

取組の概要や経緯

・先進校２校において２～３回程度、学校運営協議会準備会を実施することがで
き、令和５年度の学校運営協議会設置に向けての準備を進めることができた。

・準備会を進めていく中で、地域防災をコミュニティスクール活動の一部に位置
付けたり、学区内の高校生や大学生、幼稚園や児童館、高齢者施設、障害者施設
等との連携を図ることなど、具体的な協働内容等も熟議することができた。

成果

・令和５年度は、多賀城八幡小学校及
び多賀城中学校に学校運営協議会を設
置予定

・その他８校についても、令和５年度
中に学校運営協議会準備会を設置予定

・令和６年度から全ての小中学校に学
校運営協議会を設置予定

今後の方向性

内容

①学校課題と地域課題をマッチングする取組
②地域学校協働本部との連携
③地域の特性を活かした学校経営を目指す
④学校内にある様々な組織、会議体等の見直しを図る

ポイント


